
       
 

                         

                                

                            

 
久
保
田
町
議 

次
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び
妊
婦

健
康
診
査
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。 

 

地
方
自
治
体
が
行
う
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業

に
対
す
る
補
助
事
業
は
１
年
延
長
さ

れ
た
。
平
成
２
５
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
定
期
接
種
に
す
る
こ
と
で
公

費
負
担
を
継
続
す
る
方
針
で
は
あ
る

が
国
の
支
援
は
低
所
得
者
の
接
種
費

用
軽
減
分
だ
け
で
、
制
度
の
変
更
な

し
に
定
期
接
種
化
す
る
と
自
治
体
の

費
用
負
担
が
増
え
る
事
に
な
る
。 

 

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
支
援
金
も

１
年
の
延
長
で
継
続
の
保
障
は
な

い
。
町
と
し
て
、
ど
う
取
り
組
む
の

か
尋
ね
る
。 

 

町
長 予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て
は
、
緊
急
に
促
進
す
る
た
め
に
、

国
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
緊
急
促

進
事
業
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
と
し
、
長
崎
県
に
お
い

て
は
長
崎
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促

進
基
金
の
な
か
か
ら
当
該
事
業
を
実

施
し
た
市
町
村
に
対
し
て
２
分
の
１

の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
臨
時
特
例

交
付
金
に
つ
い
て
も
、
基
金
を
増
勢

し
て
、
妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
及 

び
妊
娠
、
出
産
が
で
き
る
体
制
を
確
保
す

る
目
的
で
、
経
費
の
一
部
が
補
助
金
と
し

て
交
付
さ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
、
交
付
金
事
業
は
平
成

２
４
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
第
５
次
川
棚
町
総
合
計
画

に
掲
げ
て
い
る
子
育
て
支
援
の
充
実
の

た
め
の
施
策
と
と
ら
え
、
子
ど
も
を
健
や

か
に
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
に
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
、
町
単
独

と
し
て
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

  

久
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ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び
、
妊
婦
検
診
に
つ

い
て
は
、
町
単
独
で
事
業
を
続
け
て
い
く

と
い
う
方
針
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
喜

ば
し
い
事
と
思
う
。 

小
児
用
肺
炎
球
菌
や
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

は
、
国
と
し
て
１
３
年
度
以
降
に
は
予
防

接
種
法
を
改
正
し
て
定
期
接
種
に
し
て
、

公
費
負
担
を
継
続
す
る
方
針
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
水
ぼ
う
そ
う
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
を
一
類
感
染
症
に
入
れ

る
。
子
宮
頚
が
ん
、
Ｂ
型
肝
炎
、
成
人
用

肺
炎
球
菌
を
二
類
感
染
症
に
位
置
づ
け

る
事
を
決
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
早
期
実
現
に
向
け
て
、
国
の
方
に
働

き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。 

 

町
長 二

五
年
度
は
国
の
補
助
分
も
町
で
見

て
、
町
の
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。 

 

国
へ
の
働
き
か
け
は
、
必
要
な
事
業

で
あ
れ
ば
当
然
そ
の
よ
う
な
行
動

に
出
て
い
く
。 

 
 

野
田
政
権
は
「
財
源
不
足
」
を
理

由
に
、
消
費
税
の
税
率
を
２
０
１
４

年
４
月
か
ら
８
％
に
、
１
５
年
１
０

月
か
ら
１
０
％
に
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
方
で
、
社
会
保
障
費
は
削

減
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
予
算
案

で
は
、
年
金
給
付
額
を
大
幅
に
カ
ッ

ト
し
ま
す
。
ま
ず
、
４
月
分
か
ら
「
物

価
下
落
」
を
名
目
に
０
．
３
％
削
減

し
、
１
０
月
分
か
ら
過
去
の
物
価
下

落
時
に
据
え
置
い
た
「
特
例
水
準
」

解
消
を
口
実
に
０
．
９
％
削
減
し
ま

す
。
合
わ
せ
て
１
．
２
％
の
削
減
に

な
り
ま
す
。 

一
方
で
、
国
民
負
担
は
増
額
さ
れ

暮
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に

な
り
ま
す
。 

◆
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ 

国
保
世
帯
の
８
割
以
上
が
２
０

０
万
円
以
下
の
世
帯
で
す
。
国
保
料

は
所
得
の
低
い
世
帯
ほ
ど
、
保
険
料

の
収
入
に
占
め
る
割
合
が
高
く
な

り
ま
す
。
保
険
料
が
払
え
て
も
、
医

療
費
が
払
え
ず
に
、
病
気
を
悪
化
さ

せ
て
、
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
各
地

で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

４
０
歳
代
の
夫
婦
、
こ
ど
も
２
人

の
４
人
世
帯
で
、
課
税
所
得
２
０
９

万
の
場
合
、
年
間
７
万
８
千
円
程
度

万
円
の
場
合
、
年
間
７
万
８
千
円
程

度
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
年

少
扶
養
控
除
の
廃
止
に
よ
り
、
住
民

税
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
子

ど
も
手
当
は
減
額
さ
れ
ま
す
。 

 

◆
介
護
保
険
料
の
値
上
げ 

第
５
期
介
護
保
険
事
業
に
よ
り
、

基
準
額
が
年
間
７
千
２
百
円
上
乗

せ
さ
れ
６
万
千
２
百
円
に
な
り
、
介

護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
の
二

倍
近
く
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。 

   

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
値

上
げ 後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の

保
険
料
は
、
二
年
ご
と
に
改
定
さ
れ

ま
す
。
長
崎
県
の
値
上
げ
幅
は
、
２

千
２
百
円
で
す
。
賦
課
限
度
額
も
、

五
十
万
か
ら
五
十
五
万
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
年
間
の
年
金
額
が
、

十
八
万
以
上
の
高
齢
者
か
ら
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
高

齢
者
の
人
口
が
増
え
る
に
従
っ
て

保
険
料
は
増
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

「
医
療
費
が
上
が
っ
て
い
く
痛

み
を
、
高
齢
者
自
身
に
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
く
」
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
冷
た
い
制
度

は
即
刻
辞
め
る
べ
き
で
す
。 
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